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平成２９年度決算のポイント

１ 決算の規模
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【歳 入】

一般会計

１，１４７億８，９２３万１千円
（対前年度比 ２６億６，３６１万５千円増）

• 対前年度比で歳入は約２７億円、歳出では
約１３億円増加しました。

• 歳入は、市税の増とともに、投資的経費の増に
伴う国庫支出金、市債等の増加により、歳入全
体として対前年度比で２．４％増加しました。

• 歳出は、新学校給食センター施設整備を含む
投資的経費が増加した結果、歳出全体として対
前年度比で１．２％増加しました。

【歳 出】

一般会計

１，０９７億６，７５０万８千円
（対前年度比 １２億５，６６０万７千円増）
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※歳入歳出総額は千円単位とし、単位未満は切り捨てています。



平成２９年度決算のポイント

２ 決算の収支
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年度
歳入総額
①

歳出総額
②

形式収支
①－②＝③

翌年度へ繰り越
すべき財源④

実質収支
③－④＝⑤

２８ 112,125,616 108,510,901 3,614,714 142,336 3,472,378

２９ 114,789,231 109,767,508 5,021,722 226,866 4,794,855

比較 2,663,615 1,256,607 1,407,008 84,530 1,322,477

単位：千円一般会計決算収支の状況

• 歳入総額から歳出総額を差し引き、さ
らに翌年度へ繰り越すべき財源を除い
た実質収支は、
４７億９，４８５万５千円になりました。

• 平成２８年度と比較すると実質収支は
１３億２，２４７万７千円の増加です。

※表中の金額は千円未満切り捨てのため、差引額が一致しない場合があります。

47 50 48

35

48

0

20

40

60

H25年度 H26年度 H27年度 H28年度 H29年度

億円 実質収支の推移（一般会計）



３ 一般会計歳入の内訳

4

平成２９年度決算のポイント

億円

• 市税収入が全体の５０％を占めるとともに、自
主財源の比率は、前年度に引き続き６０％台
で推移しています。

• 平成２９年度は、市民税、固定資産税等
の増により市税収入全体で、対前年度比
で１．７％増加しました。

自主財源

689億円

（60%）

依存財源

459億円

（40%）

市税

572億円

（50%）

諸収入

37億円

（3%）繰越金

36億円

（3%）

その他

自主財源

44億円

（4%）

国庫支出金

187億円

（16%）

市債

117億円

（10%）

県支出金

64億円

（6%）

その他依存財源

91億円（8%）

260

252

251

255

248

227

224

221

222

218

41

41

40

40

40

44

45

44

44

43

0 100 200 300 400 500 600

H29年度

H28年度

H27年度

H26年度

H25年度

市民税 固定資産税 都市計画税 その他



４ 一般会計歳出の内訳
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平成２９年度決算のポイント

• 民生費が全体の４割を占めています。
• 教育費は、新学校給食センター施設整備
等により対前年度比で約４２億円の増とな
りました。

• 扶助費が全体の１／４を占めています。
• 普通建設事業費は、新学校給食センター
施設整備等により対前年度比で約１４億円
の増となりました。

議会費

6億円

（1%）

総務費

105億円

（10%）

民生費

458億円

（42%）
衛生費

110億円

（10%）

労働費

2億円（0%）

農林水産業費

5億円（0%）

商工費

14億円

（1%）

土木費

85億円

（8%）

消防費

48億円

（4%）

教育費

164億円

（15%）

災害復旧費

1億円（0%）

公債費

100億円

（9%）

諸支出金

0億円（0%）

予備費

0億円（0%）

人件費

188億円

（17%）

物件費

173億円

（16%）

維持補修費

12億円

（1%）

補助費等

106億円

（10%）

扶助費

292億円

（27%）

普通建設事業費

137億円（12%）

災害復旧

事業費

1億円

（0%）

公債費

100億円

（9%）

積立金

4億円（0%）

投資及び出資金

0億円（0%）

貸付金

8億円

（1%）

繰出金

77億円

（7%）



５ 市債残高及び積立基金の状況
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• 市債残高は、新学校給食センター施設整備や
新河岸駅周辺整備などの実施等に伴い、増加
傾向で推移しています。

• 平成２９年度末の一般会計積立基金残高は、
前年度末より約５億円減少しました。

平成２９年度決算のポイント
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６－１ 主な事業の成果【子ども・子育て、福祉・保健・医療】
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平成２９年度決算のポイント

障害者の「親亡き後」等の
将来の不安に関する相談
や、家族や支援者等に緊急
事態が生じた場合の対応
等の機能の整備を推進す
るため、障害者地域生活支
援拠点事業を試行的に開
始しました。

決算額：４，６００千円

（担当部署：障害者福祉課）

社会福祉法人等が行う
保育所等の新設や増改築
に対して補助金を交付しま
した。平成２９年度分の入
所定員数は１７０人増加し
ました。

決算額：５９９，５０７千円 ラジオ体操による健康
づくりの気運を高めること
を目的として、ラジオ体
操を推進している関係団
体や県内自治体と連携し
て、ウェスタ川越におい
て「ラジオ体操フェスタ
2017in川越」を開催しまし
た。

決算額：１，１７７千円

（担当部署：保育課） （担当部署：健康づくり支援課）

• 子ども・子育て分野では、安心して妊
娠、出産、子育てができる環境づくり
に向けた施策を進めました。

• 福祉・保健・医療の分野では、住み慣
れた地域で、一人ひとりが健康でいき
いきと安心して暮らせるまちづくりを
推進しました。



６－２ 主な事業の成果【教育】

8

平成２９年度決算のポイント

平成２９年度は小学校１５
校に空調設備を設置すると
ともに、中学校に空調設備
を導入するための設計等を
行いました。平成３０年度に
はすべての小・中学校普通
教室に、空調設備の設置が
完了する予定です。

決算額：８７９，９２４千円

施設の狭あい化や老朽化
などに対応するため、平成
２９年度は、川越第一学童
保育室や大塚学童保育室
の改修工事等を実施しまし
た。また、南古谷小学校の
校舎増築に合わせて南古
谷学童保育室の改築工事
が完了しました。

決算額：４８，８８０千円

（担当部署：教育財務課）

（担当部署：教育財務課）

ＰＦＩ事業として平成２７
年度から実施している新
学校給食センター施設整
備について、平成２９年７
月に建設工事が完了し、
９月から菅間第二学校給
食センターとして運営を開
始しました。

決算額：４，４６２，７８９千円

（担当部署：学校給食課）

• 教育分野では、快適な教育環境を整
備するための取組を推進しました。

• 安全・安心でおいしい給食を安定的
に提供するため、学校給食の充実を
図りました。



６－３ 主な事業の成果【都市基盤・生活基盤】
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平成２９年度決算のポイント

駅利用者のホームからの
転落防止を図るため、東武
東上線川越駅ホームドア設
置事業に対して、その費用
の一部を負担しました。
ホームドアは、平成３０年３
月に使用が開始されていま
す。

決算額：７３，３１６千円

台風第２１号により被災
した江川流域都市下水路
や準用河川久保川の復旧
工事を実施しました。

また、平成３０年度も引
き続き復旧工事を行いま
す。

決算額：５８，１００千円

（担当部署：交通政策課）

新たな新河岸駅駅舎及
び自由通路について、平成
２９年１２月に供用を開始し
ました。また、新河岸駅東
西駅前広場及び駅前通り
線については、西口は平成
２９年１２月、東口は平成

３０年３月に供用を開始し
ました。

決算額：１，５９４，０７０千円

（担当部署：河川課）

（担当部署：新河岸駅周辺地区整備事務所）

• 都市基盤・生活基盤分野では、駅施
設の改善や、地域の特性にあった生
活拠点の整備に向けた施策を推進し
ました。

• 台風第２１号で被害を受けた江川流
域都市下水路等の復旧工事を行いま
した。



６－４ 主な事業の成果【産業・観光、市民生活】
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平成２９年３月にリニュー
アルした川越駅観光案内
所の案内業務の充実を図
りました。

また、みんなで支える観
光基金を活用した取組や、
川越の認知度の向上等を
目的とした観光プロモー
ションを実施しました。

決算額：５６，６７４千円

（担当部署：観光課）

産業観光館昭和蔵を埼玉
県内３５蔵の日本酒を揃え
た体験型飲食・物販施設
「ききざけ処」としてリニュー
アルし、新たな魅力の創出
を図りました。

決算額：４５，７７０千円

（担当部署：産業振興課）

• 産業・観光分野では、地域経済の活
性化に向けた取組や観光客の受入
環境の整備に係る施策などを推進し
ました。

• 市民生活の分野では、災害体制等の
充実に係る施策を推進しました。

決算額：２２０，６８１千円

（担当部署：防災危機管理室）

平成３１年度までの３年
間の継続費事業として、
防災行政無線を現行のア
ナログ方式からデジタル
方式への更新整備に着手
しました。



６－５ 主な事業の成果【その他】
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大会の開催に向けた機運
を高めるとともに、大会を契
機とした市の活性化につな
げるため、2017オリンピック
デーラン川越大会の開催
や、カウントダウンボードの
設置等に取り組みました。

決算額：６，５６０千円

（担当部署：オリンピック大会室）

川越氷川祭の山車行事
がユネスコ無形文化遺産に
登録されたことを受け、山
車・町名立札の作成や、川
越まつり会館及び川越まつ
り公式サイトのリニューアル
事業を行いました。

決算額：１３，２４３千円

（担当部署：観光課）

• その他の分野では、本市の魅力や特
性を積極的に発信する取組や、東京
２０２０オリンピックに向けた取組を実
施しました。

• 地方創生に関する取組として、子育
て世代を支える安心の拠点づくりを
推進しました。

子育て世代の利便性を高
め、安心して子育てができ
るよう、駅周辺に保育機能
を併せ持つ子育て支援施
設を整備します。平成２９年
度は、施設整備に向けた基
本設計を実施しました。

決算額：１０，７７８千円

（担当部署：地域創生課）



（参考） ふるさと納税の状況
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平成２９年度は、５４０件、２，２１２万５千円の寄附金をいただきました。これらの寄附金は、本市の
魅力あふれるまちづくりに活用させていただきました。

目 的 件数 寄附金額

分

野

子ども・子育てに関すること 130 2,550千円

福祉・保健・医療に関すること 62 1,431千円

教育・文化・スポーツに関すること 31 645千円

都市基盤・生活基盤に関すること 22 451千円

産業・観光に関すること 50 1,050千円

環境に関すること 23 480千円

地域社会・市民生活に関すること 13 360千円

住民自治・行財政運営に関すること 2 20千円

基

金

みんなで支える観光基金 50 1,030千円

文化芸術スポーツ振興基金 17 480千円

大学奨学金基金 13 10,210千円

一般寄附 127 3,418千円

合 計 540 22,125千円

3,053万円

（11件）

42万円

（7件）

358万円

（144件）

4,820万円

（701件）

2,213万円

（540件）
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